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躍
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轡
｛
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置
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毒

－
㌦
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瞳
掌㌶ぴ

　
昨
年
の
九
月
六
日
、
国
立
南
蔵
王
青

少
年
野
営
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地

点
と
し
て
、
第
一
回
み
や
ぎ
蔵
王
高
原

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か
れ
、
ヘ
ル
ス
パ

イ
オ
ニ
ア
コ
ー
ス
を
含
め
、
八
百
五
十

七
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。

　
二
回
目
の
み
や
ぎ
蔵
王
高
原
マ
ラ
ソ

ン
大
会
も
、
同
野
営
場
を
主
会
場
と
し

て
、
3
㎞
、
5
㎞
、
1
0
㎞
、
2
0
㎞
、
ヘ

ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
コ
ー
ス
約
5
㎞
な
ど

に
豪
脚
、
健
脚
が
競
わ
れ
ま
す
。
ス
タ

ー
ト
は
9
月
1
5
日
㈱
1
0
時
1
5
分
・
20
分
、

11

時
5
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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＝
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至

蔵王高原マラソンコース・交通規制図

スタ＿ト．ゴ＿ル　　　至遠刈田温泉

合ひ噸L3㎞折返し瓜

麹【ヨ沸5㎞折返し点

国
立
南
蔵
王

青
少
年
野
営
場

　
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
午
前
1
0
時
か
ら
午
後

1
時
ま
で
交
通
が
規
制
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
主
催
　
自
石
市
、
白
石
市
体
育
協
会
、

　
白
石
市
観
光
協
会
、
白
石
商
工
会
議

　
所
、
白
石
市
農
業
協
同
組
合

◇
実
施
機
関
　
み
や
ぎ
蔵
王
高
原

　
　
　
　
　
　
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

◇
詳
し
く
は
　
大
会
事
務
局
奮
二
五
－

　
二
一
一
二
内
線
四
一
一
・
四
一
二
）

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

至白石ス繍諮．鎌先壷網

　9月15日㈱
　10時～13時
交通規制区問

　　　　　　　　　　　　　　蜜一

　　　　　　　　　　　　　川原子ダム

　
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社
理
事
長
か
ら

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
一
面
）
・
多
目
的
広

場
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
二
面
）
の
引
き

渡
し
式
が
去
る
八
月
二
日
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
引
き
続
き
、
コ
ー
ト
開
き

を
行
い
、
公
社
理
事
長
と
市
長
に
よ
る

始
球
式
の
後
、
庭
球
協
会
員
と
地
区
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
模
範
試

合
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
の
ご
利
用
は
次
の
と

お
り
で
す
。

一
、
施
設
名
・
使
用
時
間
・
使
用
料

　使

　用

　料

♂

20㎞折返し点

　　　　　　　げむモル
　　　　　　鰍亙4』

綜が亘テ；ネη」ト七・

　　多目的広場オープン、

　　　　　　　　　　2

施
設
名

　ア

コス1
ト

多
目
的
広
場

（
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
等
）

使
用
時
問

午
前
六
時
か
ら

午
後
七
時
毒

』
十
藷
剛
山
ハ
薩
町
か
ら

午
後
七
時
ま
で

二
時
間

一
一
8
円

無
　
　
　
料

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
利
用
す
る
場
合
は

　
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
を
使
用
の
こ
と

・
コ
ー
ト
内
は
禁
煙

・
ゴ
ミ
は
各
自
持
ち
帰
る
こ
と

二
、
施
設
使
用
の
連
絡
先

　緑が

丘
自
治
会
長
　
後
藤
利
喜
郎
氏

　
（
智
二
五
ー
三
三
七
一
）

※
使
用
申
請
書
を
提
出
し
、
許
可
を
受

　
け
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
使
用
後
は
、
コ
ー
ト
・
広
場
を
清

　
掃
整
備
し
、
緑
が
丘
自
治
会
長
に
鍵

を
届
け
、
使
用
終
了
を
報
告
す
る
こ

　
と
。

鷹
巣
地
区

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
f
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亭
、
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障
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飯
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し
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頓
り
ぴ
寧
僧
争
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ま
ち
と
川
き
れ
い
に
保
つ
下
水
道
灘
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き
き
9
月
1
0
日
全
国
下
水
道
デ
ー
き
駄

　
下
水
道
は
み
ん
な
の
財
産

　
近
代
都
市
の
基
盤
は
、
公
共
下
水
道

の
整
備
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
白
石
市
の
下
水
道
事
業
も
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
昭

和
五
十
年
か
ら
整
備
計
画
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
と
し
四
月
よ
り
一

部
供
用
開
始
と
な
り
、
も
う
既
に
使
用

さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
も
お
り
ま
す
。

　
こ
の
下
水
道
を
使
用
さ
れ
る
対
象
地

域
は
、
公
共
下
水
道
の
枡
が
設
置
さ
れ

て
い
る
約
一
、
六
五
〇
戸
の
ご
家
庭
で

す
。
今
月
は
下
水
道
事
業
の
概
要
を
お

し
ら
せ
し
ま
す
。

　
排
水
設
備
工
事
の
あ
ら
ま
し

　
公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
と
し
て
公

示
さ
れ
る
区
域
は
、
現
在
ま
で
に
各
家

庭
内
に
公
共
汚
水
枡
の
設
置
さ
れ
た
地

域
で
す
。

　
下
水
道
法
に
よ
っ
て
、
処
理
区
域
内

に
お
け
る
雑
排
水
は
、
供
用
開
始
の
公

示
後
「
三
年
以
内
」
に
排
水
設
備
（
宅

地
内
か
ら
出
る
雑
排
水
を
公
共
枡
に
つ

な
ぐ
管
渠
等
の
施
設
）
を
設
け
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
工
事
の
申
し
込
み
と
施
工

　排水

設
備
工
事
は
、
市
の
指
定
し
た

「
排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
」
以
外
は

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
排
水
設
備
の
設
置
な
ど
を
行
う
場
合

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
に
確
認
申
請
書

を
提
出
し
、
法
令
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
の
確
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
工
事
業
者
は
、
申
し
込
み
が
あ

れ
ば
こ
れ
ら
の
工
事
に
関
す
る
い
っ
さ

い
の
手
続
き
を
代
行
し
ま
す
。

　
工
事
費
等
の
審
査

　
工
事
費
が
高
す
ぎ
た
り
、
粗
悪
な
器

具
や
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
市
で
は
排
水
設
備
工
事
標
準
単

価
表
を
定
め
、
指
定
工
事
業
者
を
指
導

し
ま
す
。

　
ま
た
、
確
認
申
請
書
に
添
付
さ
れ
る

工
事
内
訳
に
つ
い
て
も
、
標
準
工
事
費

か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。
審

査
が
済
め
ば
、
申
請
者
に
確
認
通
知
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
の
後
に
改
造
工

事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
洗
化
資
金
の
お
手
伝
い

　
市
で
は
、
下
水
道
供
用
開
始
地
域
の

み
な
さ
ん
に
、
一
日
も
早
く
汲
み
取
り

便
所
を
水
洗
化
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

姻
藤
黙
撰
灘
鄭
麟
膿

か
　
第
二
期
分
の
納
期
限
で
す
。
　
ひ

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

ひ
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
〃
　
　
ひ

α
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

ひ
（
取
扱
い
店
は
市
内
全
金
融
機
関
）
ひ

～ぎ
6
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＾
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6
6
6
6
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水
洗
化
資
金
を
金
融
機
関
か
ら
無
利
子

で
借
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
「
融
資
の
あ

っ
せ
ん
」
を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
融
資
対
象
者

①
下
水
道
処
理
区
域
内
に
あ
る
住
宅

　
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
の
所
有
者
ま

　
た
は
、
占
有
者
で
、
公
共
下
水
道
の

　
使
用
開
始
が
公
示
さ
れ
た
日
か
ら
三

　
年
以
内
に
汲
み
取
り
便
所
を
水
洗
ト

　
イ
レ
に
改
造
す
る
か
、
し
尿
浄
化
槽

　
を
廃
止
し
て
公
共
下
水
道
に
接
続
し

　
ょ
う
と
す
る
方
。

②
市
税
及
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を

　
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

③
改
造
資
金
の
償
還
能
力
を
有
す
る
こ

　
と
o

④
前
年
の
所
得
金
額
が
五
百
万
円
以
下

　
で
あ
る
こ
と
。

⑤
連
帯
保
証
人
（
市
内
に
居
住
し
、
市

　
民
税
所
得
割
納
税
者
）
が
一
名
必
要

　
で
す
、
u

　
融
資
あ
っ
せ
ん
額

　
自
宅
の
便
所
の
改
造
資
金
の
融
資
額

は
、
一
戸
五
十
万
円
以
内
で
す
。

　
利
子
の
補
給

　
改
造
資
金
の
償
還
は
、
融
資
を
受
け

た
月
の
翌
月
か
ら
一
二
十
六
か
月
以
内
に
、

元
金
均
等
償
還
で
融
資
を
受
け
た
金
融

機
関
に
返
済
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
期
限
内
に
繰
り
あ
げ
償
還
も
で
き
ま

す
。

　
融
資
取
扱
い
市
内
金
融
機
関

　
七
十
七
銀
行
、
徳
陽
相
互
銀
行
、
振

興
相
互
銀
行
、
仙
南
信
用
金
庫
、
白
石

市
農
業
協
同
組
合
、
宮
城
労
働
金
庫

下水道工事予定地
　　　（一工事区間）

明
日
を
育
む
下
水
道

　
　
下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
！

　
当
市
の
下
水
道
工
事
は
、
市
民
の
皆

様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
、
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

現
在
の
工
事
に
引
き
続
き
、
さ
ら
に
幹

線
、
準
幹
線
、
枝
線
や
各
戸
毎
の
公
共

桝
の
埋
設
工
事
や
設
置
工
事
等
を
施
工

い
た
し
ま
す
。

　
工
事
予
定
地
は
、
臼
石
沖
、
新
館
町
、

南
町
二
丁
目
、
兎
作
、
柳
町
、
郡
山
台

田
、
福
岡
山
ノ
下
地
内
等
で
す
が
、
い

ず
れ
も
道
路
地
下
二
～
四
メ
ー
ト
ル
に

埋
設
す
る
た
め
、
交
通
規
制
等
を
行
い

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
下
水
道
工
事
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
市
下
水
道
課
工
務
係
費
二
五
ー

一
二
一
一
内
線
二
五
三
へ
。

　
町
　
　
　
ノ
‘
、
　
ー
r
－
、

3



10

月
3
0
日
（
日
）
は

自
石
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す

選
挙
は
明
る
く
正
し
い
選
挙
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
投
票
日
当
日
歩
行
が
著
し
く
困
難
で

　
任
期
満
了
に
伴
う
白
石
市
長
選
挙
は
1
0
月
2
3
日
に
告
示
さ
れ
、
1
0
月

30

日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
み
ん
な
で
大
切

な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　
◎
今
回
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人

　
次
の
要
件
に
よ
り
選
挙
人
名
簿
の
登

録
を
行
い
ま
す
。

【
住
所
】
昭
和
六
十
三
年
七
月
二
十
二

日
以
前
に
転
入
届
出
（
住
民
票
作
成
）

を
し
た
方
、
ま
た
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
て
も
投
票
日
当
日
白
石
市

に
住
所
が
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

【
年
齢
】
昭
和
四
十
三
年
十
月
三
十
一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
当
市
に
三
か

月
以
上
住
所
を
有
す
る
方
）

　
な
お
、
十
月
一
日
以
降
の
市
内
の
住

所
異
動
者
は
従
前
の
投
票
所
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
入
場
券

　
郵
便
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。

　
一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
二
名
連
記
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
切
り
離
し
て
お
持
ち
く

だ
き
い
。

　
な
お
、
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
し

ま
い
忘
れ
た
り
し
た
と
き
は
、
投
票
所

の
受
付
け
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　間六
小福福小福福福を時投◎

羅難難野耀盤
一十二六八七六上で間示
投投投投投投投げすは時
票票票票票票票まカ1’間
区区区区区区区究　午
一’一一一　 次前
　午　　　午　　　の七
　後　　 後　　投時
　五　　 四　　 票か
　時　　 時　　 区ら
　ま　　　ま　　　は午
　で　　 で　　 時後

◎
不
在
者
投
票

　
投
票
は
、
投
票
所
で
当
日
投
票
す
る

の
が
原
則
で
す
が
、
不
在
者
投
票
の
制

度
が
あ
り
ま
す
、
そ
の
事
由
と
し
て

qD

　
投
票
日
に
投
票
区
の
区
域
外
で
職

　
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
す
る
場
合

別
　
止
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
故

　
の
た
め
市
外
に
出
か
け
る
場
合

ゆ
　
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
等
に
よ
り
、

　
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

の
事
由
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
次
の
期
間

内
に
入
場
券
と
印
鑑
を
も
っ
て
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
期
　
間

　
　
十
月
二
十
三
日
～
十
月
二
十
九
日

　
時
　
聞

　
　
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五

　
　
時

　
◎
開
　
　
票

　
投
票
日
当
日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

白
石
市
民
体
育
館
で
即
日
開
票
を
行
い

ま
す
。

　
「
投
票
所
の
一
部
変
更
」

　
大
鷹
沢
第
四
投
票
所
は
、
従
来
の
大

鷹
沢
中
学
校
か
ら
大
鷹
沢
第
十
一
区
集

会
所
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

　
「
投
票
区
の
区
域
の
一
部
変
更
」

　
旭
町
区
の
投
票
所
は
、
従
来
白
石
第

四
投
票
区
（
鷹
巣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

ダ
ー
）
で
し
た
が
、
今
度
の
選
挙
か
ら
、

自
石
第
五
投
票
区
（
白
石
市
中
央
公
民

館
V
に
変
更
い
た
し
ま
す
．

◎
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
立
候
補
予
定
者
説
明
会
は
十
目
四
日

（
火
V
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
白
石
市

健
康
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

◎
選
挙
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ

　
白
石
市
健
康
セ
ン
タ
ー
内
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
費
二
五
⊥
二
一
一

　
　
内
線
　
六
一
〇
、
六
二

　　鳶
冠急

　　　　 　ゴ 　 1

明
タ
訴
筆
維
進
紫
奏

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」

火
事
と
救
急
は

　
　
　
　
　
　
二
九
番

　
消
防
署
の
救
急
車
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
「
急
病
」
や
「
不
慮
の
事
故
」
な

ど
で
急
い
で
病
医
院
で
治
療
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
二
十
四
時
間
態
勢
で
待
機
し
て

い
ま
す
。

「
急
病
」
と
し
て
救
急
車
を
利
用
さ
れ

た
約
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
達
は
、
急

い
で
治
療
を
受
け
る
必
要
の
な
い
人
達

と
病
医
院
で
は
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
救
急
車
は
、
尊
い
入
命
を
守
る
た
め

の
重
要
な
『
く
る
ま
し
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
利
用
で
き
る
よ

う
適
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　白

石
消
防
署
　
二
五
ー
二
二
五
九

平

（
有
線
）

1星
臨甑

、

》

二
一
二
一

しコ　

纂
鰹♂

『
畢
！
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白
寿
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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八
月
二
十
一
日
九
十
九
歳
の
誕
生
日
醒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
迎
え
ら
れ
た
高
山
き
ゑ
さ
ん
は
、
市
覗
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長
が
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
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高
山
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は
あ
ま
り
外
に
出
か
け
ま
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消
火
器
の
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
〃

　
「
消
火
器
の
点
検
で
す
。
火
事
に
な

る
と
近
所
に
迷
惑
が
か
か
る
の
で
、
地

区
か
ら
委
任
さ
れ
て
毎
年
点
検
し
て
い

ま
す
」
と
作
業
服
の
男
性
が
馴
れ
た
調

子
で
訪
れ
た
。

　
引
越
し
て
一
か
月
、
こ
の
地
区
で
は

μ

匠ら

〃
　
一
、〕

／
団

み長論雲
～♂必’．

そ
の
よ
う
な
取
り
決
め
が
あ
る
の
か
と

思
い
「
家
が
広
い
の
で
二
本
置
く
よ
う

に
…
…
」
と
執
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
が

一
本
だ
け
二
万
円
で
購
入
し
た
。
後
に

地
区
会
長
に
聞
い
た
と
こ
ろ
「
点
検
な

ど
頼
ん
で
い
な
い
し
、
各
家
庭
に
消
火

器
設
置
の
義
務
は
な
い
」
と
言
わ
れ
、

だ
ま
さ
れ
た
と
気
付
い
た
。
返
品
し
た

い
の
で
す
が
…
…
…
。

　
O
O
町
内
会
の
あ
っ
せ
ん
と
偽
っ
た

り
、
消
防
署
の
方
か
ら
来
た
な
ど
と
公

的
機
関
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
せ

消
費
者
の
信
頼
感
に
つ
け
込
む
悪
質
な

消
火
器
の
販
売
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

消
火
器
な
ど
、
現
金
取
引
き
の
場
合
は

無
条
件
で
解
約
の
で
き
る
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
適
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
こ
で
悪
質
な
業
者
は
、
現
金

蟻
彪
動

敬老の日（9月15日）
お年寄りをねぎらいましょう！

取
引
き
を
強
要
す
る
の
で
す
。
こ
の
相

談
の
場
合
も
現
金
取
引
き
だ
っ
た
の
で

す
が
、
取
引
き
方
法
に
問
題
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
合
意
解
除
を
求
め
た
の

で
す
が
、
業
者
は
「
地
区
か
ら
頼
ま
れ

た
」
と
は
言
わ
な
い
と
譲
ら
ず
、
現
在

交
渉
中
で
す
。

　
消
火
器
の
販
売
の
場
合
、
身
分
の
詐

称
・
あ
っ
せ
ん
・
委
任
に
よ
っ
て
訪
問

し
た
と
偽
る
説
明
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
般
家
庭
に
は
消
火
器
の

設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
消
防
機

関
で
は
、
販
売
や
点
検
を
し
て
い
ま
せ

ん
し
、
販
売
業
者
の
許
認
可
も
し
て
い

ま
せ
ん
。

　
あ
の
手
、
こ
の
手
の
悪
質
商
法
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
消

費
生
活
相
談
室
盈
二
五
－
二
一
一
一
、

内
線
一
三
八
。

正
し
い
計
量

・
豊
か
な
く
ら
し

《
計
量
器
定
期
検
査
》

　
年
に
一
度
の
計
量
器
定
期
検
査
が
9

月
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
検
査
を
受
け

な
い
と
、
今
後
計
量
器
の
使
用
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
期
間
中
に
必
ず
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
計
量
は
私
た
ち
の
生
活
の
な
か
で
大

切
な
役
目
を
は
た
し
て
い
ま
す
。
正
確

な
計
量
器
を
正
し
く
使
っ
て
、
正
し
く

計
り
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
本
年
度
は
検
査
時
期
が
早
ま

り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
費
二
五
－

一
二
一
一
（
内
線
三
一
二
、
一
三
三
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
計
量
器
の
運
搬
に
は

　
　
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
〃
”

計量器の検査日程
検査場所

越河公民館

斎川公民館

大平公民館

小原公民館

大鷹沢公民館

白川公民館

福岡公民館

対象地区

越　 河

斎　 川

大　 平

小　 原

大鷹沢
白　 川

福　 岡

市役所白石（南町、田町、本町、中町
長町、亘理町）

検査時間

10＝30～12：00

13：30～14：30

10：30～12：00

13：30～14：30

10：30～12：00

13：30～14：30

10：30～12：00

13：30～15：00

　月　　目

9月26日（月）

〃

9月27日（火）

〃

9月28日（水）

〃

9月29日（木）

〃

市役所

市役所

白石（短ケ町、新町、西益岡、

東益岡、中益岡、清水小路、寿
田丁、　樗口田丁）

白石（本郷第1、2、3、4、
寿山、緑が丘、旭町、鷹巣、上
郡山、郡山、小下倉）

10：30～12：00

13＝00～15：00

10＝30～12：00

13：00～15：00

9月30日（金）

10月4日（火）
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七
ケ
宿
の
追
想

i
渡
瀬
・
原
・
追
見
ー

市
長
川
　
井
　
貞

　
昭
和
4
8
年
か
ら
事
業
に
着
手
し
、
1

億
9
0
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
貯
水
量

を
も
つ
宮
城
県
最
大
の
水
が
め
、
七
ケ

宿
ダ
ム
も
8
月
い
っ
ぱ
い
で
堤
体
の
盛

立
が
終
わ
り
、
9
月
1
4
日
に
は
完
了
式

が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
新
し
い
時
代
を
つ
く
る
た
め
に
、
湖

底
に
沈
む
山
中
・
七
ケ
宿
街
道
と
、
そ

こ
に
住
ん
だ
人
々
へ
の
追
想
と
を
体
験

を
交
え
て
記
し
て
み
た
い
。

　
七
ケ
宿
と
い
う
地
名
は
、
藩
政
時
代

に
街
道
に
沿
っ
て
七
つ
の
宿
場
が
置
か

れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
の
地
は
秋

田
の
佐
竹
侯
な
ど
1
3
の
大
名
の
参
勤
交

代
や
出
羽
三
山
詣
の
行
者
の
交
通
路
と

し
て
、
ま
た
、
米
・
塩
・
魚
な
ど
の
生
活

物
資
の
運
搬
路
と
し
て
栄
え
、
街
道
に

沿
っ
て
上
戸
沢
・
下
戸
沢
・
渡
瀬
・
関
・
滑

津
・
峠
田
・
湯
の
原
と
七
つ
の
宿
場
が
置

か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
3
2
年
の

奥
羽
本
線
の
開
通
と
共
に
街
道
と
し
て

の
使
命
も
終
わ
り
、
栄
え
て
い
た
宿
場

も
静
か
な
山
村
に
変
貌
し
て
し
ま
っ
た
。

　
90
年
後
の
今
、
ダ
ム
建
設
に
伴
っ
て
、

か
つ
て
の
宿
場
の
一
つ
で
あ
る
渡
瀬
と
、

そ
れ
に
続
く
原
・
追
見
の
三
つ
の
集
落

が
湖
底
に
沈
む
運
命
に
あ
る
。
こ
の
集

落
の
人
た
ち
と
歓
談
し
た
昭
和
30
年
代

の
三
つ
の
追
憶
を
紹
介
す
る
。

…
　
渡
瀬
の
春

　
　
　
（
大
山
三
蔵
さ
ん
と
カ
ジ
カ
）

　
大
山
さ
ん
は
、
渡
瀬
集
落
の
ダ
ム
対

策
協
議
会
の
委
員
長
と
し
て
、
ダ
ム
建

設
反
対
派
の
闘
士
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

若
い
頃
か
ら
お
っ
か
な
い
（
こ
わ
い
）

存
在
だ
っ
た
。

　
あ
る
と
き
、
だ
し
ぬ
け
に
ガ
ラ
ス
箱

と
ヤ
ス
を
持
っ
て
き
て
「
材
木
岩
の
下

に
行
っ
て
カ
ジ
カ
を
突
い
て
こ
い
」
と

言
う
。
雪
ど
け
水
は
冷
た
い
。
く
さ
れ

お
や
じ
め
が
、
と
悪
態
を
つ
き
な
が
ら

も
30
匹
ほ
ど
突
い
て
戻
っ
た
。
す
る
と

「
ま
あ
、
め
し
で
も
食
っ
て
い
け
や
」

と
言
っ
て
、
捕
り
た
て
の
カ
ジ
カ
に
昧

噌
を
つ
け
て
焼
い
て
く
れ
た
。

　
お
っ
か
な
び
っ
く
り
口
に
し
て
み
て
、

思
わ
ず
、
う
ま
い
！
と
叫
ぶ
ほ
ど
の
お

い
し
さ
だ
っ
た
。

㈹
原
の
夏

　
　
（
吉
田
長
三
郎
さ
ん
と
イ
ワ
ナ
）

　
吉
田
さ
ん
は
、
田
畑
を
耕
作
す
る
か

た
わ
ら
、
春
は
山
菜
と
り
、
夏
は
川
漁
、

秋
は
き
の
こ
と
り
、
冬
は
ワ
ナ
を
か
け

て
鳥
や
獣
を
捕
る
と
い
う
山
村
の
典
型

的
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
。

　
あ
る
と
き
「
イ
ワ
ナ
と
り
に
行
か
ね

え
か
」
と
誘
わ
れ
た
。
吉
田
さ
ん
は
腰

に
ナ
タ
一
丁
と
魚
籠
（
び
く
）
を
さ
げ

た
だ
け
で
、
大
梁
川
と
い
う
白
石
川
の

支
流
に
あ
た
る
清
流
を
上
っ
て
行
っ
た
。

淵
と
瀬
が
交
互
に
な
っ
て
い
る
場
所
に

た
ど
り
着
く
と
、
ナ
タ
で
葉
の
繁
っ
た

ま
ま
の
木
の
枝
を
切
っ
て
瀬
に
な
ら
べ
、

上
流
の
川
べ
り
か
ら
水
面
を
バ
シ
ャ
バ

シ
ャ
と
棒
で
叩
き
な
が
ら
下
流
に
向
っ

　
　
　
　
　
　
　
て
歩
い
て
く
る
。
イ

　
　
　
　
　
　
　
ワ
ナ
の
影
が
矢
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
う
に
川
底
を
か
す
め

　
　
　
　
　
　
　
て
走
り
、
葉
の
し
げ

　
　
　
　
　
　
　
み
に
も
ぐ
り
込
む
。

　
　
　
　
　
　
吉
田
さ
ん
は
瀬
に
戻

　
　
　
　
　
　
　
る
と
、
葉
の
間
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
モ
ノ
で
も
拾
う
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
に
ヒ
ョ
イ
ヒ
ョ
イ
と

　
　
　
　
　
　
　
イ
ワ
ナ
を
つ
か
ん
で

　
　
　
　
　
　
魚
籠
に
入
れ
て
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
う
o

　
　
　
　
　
　
　
さ
て
帰
ろ
う
か
と
、

　
　
　
　
　
　
足
ば
や
に
歩
く
吉
田

　
　
　
　
　
　
さ
ん
の
後
ろ
姿
を
小

　
　
　
　
　
　
走
り
に
追
い
か
け
る

　
　
　
　
　
　
私
は
、
目
を
白
黒
さ

　
　
　
　
　
　
　
せ
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

㈹
追
見
の
秋

　
　
　
　
（
高
橋
義
夫
さ
ん
と
松
茸
）

　
高
橋
さ
ん
は
、
七
ケ
宿
農
協
の
組
合

長
だ
っ
た
。

　
あ
る
と
き
、
ま
だ
午
前
の
う
ち
に
訪

ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
や
あ
、
い
い
と

こ
ろ
へ
来
た
。
あ
が
れ
あ
が
れ
」
と
上

機
嫌
で
あ
る
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
一
日

の
仕
事
が
待
っ
て
い
る
の
で
思
案
し
て

い
た
。
高
橋
さ
ん
は
「
今
朝
と
っ
た
ば

か
り
の
松
茸
だ
か
ら
一
杯
や
っ
ぺ
え
」

と
言
っ
て
、
奥
の
方
か
ら
ひ
と
か
ご
の

松
茸
を
出
し
て
き
た
。
い
や
い
や
、
帰

り
に
ま
た
寄
る
の
で
、
ぜ
ひ
お
み
や
げ

に
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、
と
言
う
と
、

「
こ
こ
で
な
ら
な
ん
ぼ
で
も
食
わ
せ
る

が
、
持
た
せ
て
帰
す
わ
け
に
は
い
か
ね

え
」
と
無
理
を
押
し
て
く
る
。
私
は
仕

方
な
く
上
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
焼
い
た
松
茸
を
思
う
存
分
食
べ
、
地

酒
を
グ
イ
グ
イ
飲
ん
で
い
る
う
ち
に
、

仕
事
の
こ
と
な
ど
は
き
れ
い
に
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
。
あ
げ
く
の
果
て
に
酔

っ
た
勢
い
で
調
子
づ
き
、
奥
さ
ん
が
止

め
る
の
も
聞
き
入
れ
ず
に
、
ま
っ
昼
間

か
ら
山
形
県
の
高
畠
ま
で
遠
征
し
て
、

さ
ら
に
梯
子
で
飲
み
歩
い
た
。

　
連
れ
の
運
転
手
に
ト
ラ
ッ
ク
を
走
ら

せ
、
グ
デ
ン
グ
デ
ン
に
酔
い
が
ま
わ
っ

た
二
人
は
、
蛮
声
を
張
り
上
げ
な
が
ら

手
拍
子
を
打
ち
、
荷
台
の
上
で
風
に
吹

か
れ
た
。
家
に
戻
っ
た
と
き
に
は
夜
が

更
け
て
い
た
。

　
七
ケ
宿
の
冬
は

　
　
　
　
地
吹
雪
が
お
そ
う

　
雪
は
降
る
と
い
う
よ
り
も
地
の
底
か

ら
湧
き
あ
が
る
。
雪
の
中
に
す
べ
て
が

埋
も
れ
る
。
山
中
・
七
ケ
宿
街
道
の
宿

場
と
し
て
、
栄
枯
盛
衰
を
繰
り
返
し
た

渡
瀬
・
原
・
追
見
の
三
集
落
は
、
1
5

8
戸
の
生
活
の
跡
形
も
今
は
な
く
、
や

が
て
湖
底
に
沈
む
。
根
雪
に
埋
も
れ
る

冬
の
ご
と
く
に
…
…
…
。

　
『
ふ
る
さ
と
七
ケ
宿
』
と
い
う
地
元

の
方
が
刊
行
し
た
写
真
集
の
見
開
き
に

「
七
ケ
宿
の
わ
が
古
里
が
沈
む
と
も

　
　
　
た
　
み

　
　
　
県
民
を
潤
す
水
み
な
ぎ
ら
ん
」

と
い
う
鎮
魂
の
歌
が
載
っ
て
い
た
。

　
大
山
さ
ん
、
吉
田
さ
ん
、
高
橋
さ
ん

の
思
い
出
を
と
お
し
て
、
各
地
に
移
住

な
さ
れ
た
皆
様
の
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を

祈
り
つ
つ
、
筆
を
お
く
。

6

ク
ラ
ス
紹
介
④
』

斎
川
小

わ
た
し
た
ち
の
学
級

　
わ
た
し
た
ち
の
学
級
は
、
男
子
六
名
、

女
子
十
二
名
、
計
十
八
名
と
人
数
は
少

な
い
の
で
す
が
、
下
級
生
の
め
ん
ど
う

を
よ
く
み
る
し
、
登
校
班
の
班
長
や
児

童
会
、
地
区
の
役
員
な
ど
、
一
人
一
人

が
役
割
を
も
っ
て
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
明
る

く
、
協
力
し
合
っ
て
、
て
き
ぱ
き
と
仕

事
を
進
め
る
楽
し
い
ク
ラ
ス
で
す
。

　
男
子
は
、
た
の
ま
れ
な
く
て
も
自
主

的
に
仕
事
を
終
わ
ら
せ
、
た
の
め
ば
快

く
ひ
き
う
け
て
く
れ
る
、
と
て
も
す
ば

ら
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
六
名
だ

け
な
の
で
仲
間
外
れ
な
ど
な
く
い
つ
も

集
ま
っ
て
は
、
自
分
た
ち
で
い
ろ
い
ろ

六
年
畑
中
比
呂
子

秋
の
交
通
安
全
県
民
総
く
る
み
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
月
m
日
～
9
且
3
0
日

と
計
画
を
し
て
、
山
に
登
っ
た
り
し
て

楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

　
女
子
は
、
し
っ
か
り
し
て
い
て
ク
ラ

ス
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
個
性
的
な

人
が
多
い
け
れ
ど
、
な
に
か
し
よ
う
と

決
ま
る
と
、
ク
ラ
ス
全
体
を
ま
と
め
る

の
が
上
手
で
最
後
ま
で
や
り
と
げ
ま
す
。

　
こ
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
担

任
の
佐
藤
宏
子
先
生
で
す
。
先
生
は
ユ

ー
モ
ア
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
話
を
す
る

と
き
、
目
を
大
き
く
し
て
笑
わ
せ
た
り
、

「
ポ
パ
イ
」
に
出
て
く
る
オ
リ
ー
ブ
の

ま
ね
を
し
た
り
し
ま
す
。
「
継
続
は
力

な
り
」
と
い
う
の
が
口
ぐ
せ
で
漢
字
の

テ
ス
ト
な
ど
続
け
て
や
ら
さ
れ
ま
す
。

　
今
、
学
級
の
み
ん
な
が
が
ん
ば
っ
て

い
る
こ
と
は
、
朝
の
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。

一
周
一
八
○
メ
ー
ト
ル
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
毎
朝
、
十
周
ぐ
ら
い
走
ら
な
い
と
目

的
地
に
着
か
な
い
の
で
た
い
へ
ん
で
す
。

で
も
、
卒
業
ま
で
に
全
員
目
的
地
に
着

こ
う
と
一
生
懸
命
走
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
小
さ
な
親
切
運
動
で
、

自
主
的
に
ゴ
ミ
を
拾
い
、
学
校
や
斎
川

の
町
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

　
小
学
生
生
活
も
、
あ
と
七
か
月
ぐ
ら

い
で
す
。
心
残
り
の
な
い
よ
う
に
、
十

八
人
仲
良
く
、
協
力
し
合
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
安
全
意

識
と
交
通
安
全
思
想
の
普
及
を
図
り
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
づ
け
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
・
団
体
及
び
県
民
総
参
加
に
よ
る

交
通
安
全
運
動
を
強
力
に
推
進
し
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
「
秋

の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
が
、

9
月
2
1
日
～
3
0
日
ま
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安

全
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
】

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

（
⑭
若
年
運
転
者
の
無
謀
運
転
の
防
止

③
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
徹
底

報
　
　
　
界

　
　
　
傷
層

　
　
　
警

鵬
甥

▲r事故はご麺」一休み運動

高
齢
者
交
通
安
全
旬
間

　
　
　
　
9
月
1
1
日
～
2
0
日

残
．
お
年
寄
り
の
方
々
へ
…
…
…
…
…
；

…
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
／

　
「
歩
行
中
」
の
事
故
死
が
半
数
以
上

　
日
本
の
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
、

急
速
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
交
通
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
る
お

年
寄
り
の
方
々
も
、
年
々
、
少
し
ず
つ

で
す
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
死
亡
の
う
ち

「
歩
行
中
」
の
事
故
に
よ
る
死
亡
者
が
、

半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
く
る
ま

社
会
の
中
で
は
「
弱
者
」
の
立
場
に
あ

昭和62年度　高齢者の死者数（状態男

　自動車乗車中

　　　　　　　　353
二輪車乗車中　　（133）

　　　　　　360
　　　　　（13．6）総数
　　　　　　　　2654人
　　　　　　　470　　1．452（54．7

自転車乗用中（1η）　ノ

／1～　　琢

　　　4！

（
注
）
警
察
庁
資
料
に
よ
る

0
内
は
構
成
比
囲
で
あ
る

その他一
　19（0、7〕

覇
　
“

　
畿

　
こ
“

繍蕊翻

る
皆
さ
ん
、
悲
惨
な
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
、
交
通
安
全
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
を
も
う
一
度
、
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

一
フ
o

　
歩
行
中
の
死
亡
事
故
の
特
徴

　
お
年
寄
り
の
歩
行
中
の
死
亡
事
故
の

中
で
、
も
っ
と
も
多
い
の
が
、
道
路
を

横
断
し
て
い
る
場
合
で
、
死
亡
者
十
人

中
、
七
人
以
上
と
い
う
割
合
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
事
故
の
原
因
と
し
て
は
、
信
号
無
視

や
車
の
直
前
、
直
後
の
横
断
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
道
路
を
横
断
す
る
と
き

は
、
信
号
を
よ
く
確
認
し
て
渡
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
余
裕
を
も
っ
て
渡
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
道
路
の
左
側
通
行
に
よ
る
事

故
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
追
い
抜
い

て
い
く
車
に
ひ
っ
か
け
ら
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
必
ず
道
路
の
右
側
を
歩
き

ま
し
ょ
う
o
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国民健康保険被保険者証の更新をお忘れなく〃

国民健康保険に加入している方で、現在使用されてお

ります被保険者証の有効期限は、本年9月30日までです。

　9月21日から9月30日までの間に、現在使用している

被保険者証の更新をいたしますので、指定の場所で更新

手続きをしてください。

修学、その他特別の事由により別個の被保険者証（㊥

日程と会場

または㊥の表示をしてあるもの）の交付を受けている世

帯の方は、前もってこれら㊥、㊥の被保険者証をお手許

に取りよせておき、当日更新の手続きを受けられるよう

準備してください。

更新の時持参するもの：印鑑・現在使用している被保

険者証・乳幼児医療費受給者証（国保）

月日㈱

9月21日

　㈹

9月22日

　（胸

9月24臼

　qゆ
9月26E

　硝）』

実施場所

越河公民館

大平公民館

斎川公民館

大鷹沢公民館

白川公民館

犬卒都婆公会堂

小下倉集会所

福岡公民館

深谷公民館

健康センター

上戸沢集会所

下戸沢公会堂

時　間

9：00～12：00

9：00～12：00

13：00～16：00

13：00～16：00

9：00～12：00

13：00～14：00

15：00～］L5；30

9：00～12：00

13：00～16＝00

9：00～12：00

9130～10：PO

10＝30～11：30

自治会名
越河全地区

大平全地区

斎川全地区

大鷹沢全地区

白川1、2、3、4、5

白川6、7

小下倉

鎌先、弥治郎、沖、上

原、下原、山根、山ノ

下、八宮、大網、芹沢

西区上、西区下、南、

東、北

滝上、滝下、尾箆

上戸沢

下戸沢、冷清水、大熊

赤井畑

月日鰯

9月26日

　（月）

9肩27日

　㈹

・9月28日
　．』創く｝

一9月29日

　（木）

9月3σ日

　㈹

実施場所

小原公民館

明戸集会所

小久保平集会所

健康センター

三住研修センター

蔵王集会所

不忘研修センケー

長峰分校

健康センター

闇土
寸

日

13：00～14：00

14：20～14：50

15：10～15：40

9：00～15：00

9：30～10：30

11：00～11：30

13：00～13：30

14：00～14：30

9＝0〔）～15：00

9＝00～15：〔）（1

9：00～15：00

9：00～15：00

自治会名
東、塩倉、中北、新町、

猿鼻

赤坂、明戸、湯元

小久保平

南町、田町、本町

三住

蔵王

忘不

川原子

中町、長町、亘理町、

短ケ町、新町

西益岡、中益岡、東益岡

清水小路、寿町、柳町

本郷第1、2、3、4、

鷹巣、寿山、旭町、緑

が丘、郡山、上郡山、

交換できなかった入

乳幼児・重度心身障害者
　および母子家庭医療費受給者証
　　　の更新は忘れずに！／

皆さんが現在使用している乳幼児・

重度心身障害者および母子家庭医療

費受給者証の有効期間は、昭和63年

9月30日までとなっていますので、

次の日程表により更新の手続きをし

てください。

○手続きに必要なもの

　。印かん

　・現在使用している乳幼児・重度

●手続きの日程

心身障害者および母子家庭医療

費受給者証

・健康保険者証（乳幼児は社保、

重度・母子は社保・国保）

・源泉徴収票（62年分）または所

得証明書

※なお、所得証明の場合はあら

かじめ市税務課から交付を受け

準備しておいてください．

●乳幼児・母子医療費

　　所得制限基準額表

扶養親族

等の数

0へ

1
ワ
］

3
4

所得額

2，148干円

2，438

2，728

3，018

3，308

扶養親族

等の数

5へ

6
7
8

所得額

地区名
土
寸

3，598干円

3，888

間

4，178

場

4，468

月　　日

9月14日
〃

9月16日

越 可

斎 川

白 川

午前9：00～12100

午後1：00～　4：00

午前9：00～12：00

午後1：01）～　4：（10

所

越河事務連絡所
斎川事務連絡所
白川事務連絡所
大鷹沢事務連絡所

○重度心身障害者医療費

　　　所得制限基準額表

大　鷹　沢

扶養親族

專の数

0へ

1

〃

午前9；0（1～11130

9
］

3
4
5

本人所得

2，｛）55千円

9月17日 小 原

白石・大平・福岡 午前9：00～午後4時

2，385

2，715

3，045

3，375

3，705

本人の父
または

母の所得

9月19・20・21日

3，044千円

3，374

3，704

4，｛）34

4，364

4，694

者
一
養

偶
同
扶
得

配
は
の
所

の
い
内
者

人
る
帯
務

本
あ
世
義

5，688千円

小原事務連絡所
市役所第二会議室（2F）

5，937

6，150

6，363

6，576

6，789

◎不明な点がありましたら市社会福

祉事務所福祉係（25）2111内線156

へお問い合わせください。
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ん
じ
ん
小
％
、
ご
ま
油
大
さ
じ
3
。
　
　
　
【
作
り
方
】

【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
一
晩
水
漬
け
に
し
た
梅
を
、
な
め
て
　
　
①
赤
し
そ
を
小
量
の
塩
で
も
み
ア
ク

①
鳥
さ
さ
み
肉
を
、
敷
き
布
を
し
た
ふ
か
　
　
　
し
ょ
っ
ぱ
い
く
ら
い
の
塩
水
に
⇒
時
　
　
　
き
を
し
、
②
と
さ
と
う
を
混
ぜ
一

　
し
か
ん
で
7
～
8
分
蒸
し
、
さ
め
て
　
　
　
間
～
一
時
聞
半
漬
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
く
ら
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。

　
か
ら
細
か
く
さ
く
。
　
　
　
　
　
　
　
（
⑧
塩
分
を
洗
い
流
し
水
気
を
と
っ
て
か
　
　
④
空
び
ん
等
に
詰
め
、
冷
蔵
庫
に
入

②
き
ゅ
う
り
を
3
ミ
リ
く
ら
い
の
繊
切
　
　
　
ら
、
切
り
目
を
入
れ
、
へ
ら
等
で
押
　
　
　
て
保
存
す
る
、
．

　
り
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
割
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
夏
場
の
食
欲
増
進
に
も
な
り
ま
す

③
に
ん
じ
ん
を
繊
切
り
に
し
湯
を
通
す
。

④
み
そ
を
す
り
鉢
で
す
り
、
酢
と
ご
ま
　
　
　
〔
ワ
ン
ボ
イ
ン
ト
・
メ
モ
〕

　
油
を
加
え
、
①
②
③
を
入
れ
あ
え
る
。

⑤
好
み
に
よ
り
酢
や
ご
ま
典
青
し
そ
　
　
　
き
ゅ
う
り
に
つ
い
て

　
の
み
じ
ん
切
り
な
ど
を
入
れ
、
季
節
　
　
　
き
ゅ
う
り
は
、
イ
ン
ド
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
　
　
ア
ス
コ
ル
ビ
ナ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
が

　
の
野
菜
を
そ
え
て
盛
り
つ
け
る
。
　
　
　
山
脈
の
南
部
山
麓
が
原
産
地
。
日
本
へ
　
　
存
在
す
る
こ
と
で
す
。
で
も
酢
を
加

※
さ
さ
み
の
替
り
に
シ
ー
チ
キ
ン
等
を
　
　
は
、
一
千
年
以
上
も
前
に
伝
わ
り
江
戸
　
　
え
れ
ば
、
こ
の
働
き
は
抑
え
ら
れ
ま

利
用
し
て
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
　
時
代
に
は
、
一
般
的
な
野
菜
と
な
り
ま
　
　
す
し
、
煮
て
熱
を
加
え
た
り
、
漬
物

　
吉
梅
の
カ
リ
カ
リ
漬
け
　
　
　
　
し
た
。
も
捷
佑
と
は
夏
野
菜
で
し
た
が
、
　
に
し
て
発
酵
さ
せ
る
の
も
勇
法
で
克

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
で
は
　
ノ
ウ
ス
栽
培
な
ど
で
一
年
　
　
　
品
質
は
、
緑
色
が
鮮
や
カ
で
ト
ゲ

【
材
料
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
出
回
り
、
さ
っ
ば
り
と
し
た
歯
ざ
わ
　
　
に
さ
わ
る
と
痛
い
く
ら
い
の
が
新
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
か
ら
、
サ
ラ
ダ
や
漬
物
、
煮
物
、
妙
　
　
で
す
。
き
れ
い
な
緑
色
を
生
か
す
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
め
物
と
幅
広
い
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
　
き
は
、
サ
ッ
と
塩
を
ふ
り
調
理
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
　
　
　
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
注
意
　
　
ク
ス
（
7
～
8
℃
）
で
保
存
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
の
は
、
ビ
タ
ミ
ン
C
を
酸
化
す
る
　
　
よ
う
。

－
わ
が
家
の
味

へ
妙
診
臼
勿
暫
串
シ
リ

　
　
　
　
　
　
　
、
欝

①
赤
し
そ
を
小
量
の
塩
で
も
み
ア
ク
抜

　
き
を
し
、
②
と
さ
と
う
を
混
ぜ
一
日

　
く
ら
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。

④
空
び
ん
等
に
詰
め
、
冷
蔵
庫
に
入
れ

　
て
保
存
す
る
。
、

※
夏
場
の
食
欲
増
進
に
も
な
り
ま
す
。

一消費生活モニター調査結果一調査日，昭和63年8月1日

8月1日に実施した消費生活モニ

ター調査結果をお知らせします。

【上昇品副

サラダ油・小麦粉・食パン・マー

ガリン・バダー・洗濯用台成洗剤・

灯油・軽油・プロパンガス

　このうちサラダ油の上昇が大き

くなっていますが、これは最高値

が480円、最低値298円と価格差

力f大きい二とにもよるのでしよ

う。全体的に石油製品の価格がわ

ずかに上昇しています。

【下降品則

砂糖・牛乳・テf・ソシュペーバー・

ラツブ

いよいよ実りの秋。体力の回復・

増強のため、新鮮な野菜や果物を食

ゴくましょう。

品　　名

1，砂 糖

2．しょう油
3．ザラダ油
4．小　麦　粉

5，食　パ　ン
6，マーガリン
7．牛 乳

8．パ　ータ

9。テイツシュペーパ㌣

10．ラ　ツ　プ

11．洗濯用合成洗剤

12．カレーライス

13．理　髪　料
14，パーマネント料

15．灯 油

総．レギュラーガソリン

17，軽 油

・憾．プロパンガス

規 格

上白糖 1㎏

上級濃ロボリ容器入り1C

ポリ容器入り　　　700g

薄力粉 1㎏

並　　食 1袋

ソフトカルトン入リ225g

紙容器入り　　　1，000㏄

平均値
266

260

389

220

148

193

222

カルトン入リ　　　22591　　378

偏0㎝長さ20m　 一巻1酎聾些

400枚1200組タ紙箱入り

綿化繊用、粒状
無リン、紙箱ノり

並　　食

4，1㎏

1皿

小学生調髪

コールド（ショート1

18¢1店頭価格，1

1躍〔配達料込み）

1¢ 現金

1¢ 現金

10m3

136

200

1，128

450

1，333

5，000

692

715

118

67

4，229

前月平均緬格

270

260

302

187

145

191

223

374

139

207

1，102

450

1，333

5，000

684

706

118

66

4，214

対前月価格比

0．985

100．0

1．288

1．176

1．021

1。010

0，995

1．011

0．978

0．966

1．024

100．0

100．0

100．0

1．012

1．013

100．0

1，015

1．004
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盛
況
で
し
た

　
　
　
　
　
　
し
ろ
い
し
夏
ま
つ
り

　
駅
前
盆
踊
り
大
会
、
白
石
音
頭
パ
レ

ー
ド
、
花
火
大
会
な
ど
、
恒
例
の
白
石

夏
ま
つ
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
会
館
に
お
い
て
は
、
全
国
の
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
展
示
、
戊
辰
展
、
市

内
の
各
企
業
の
製
品
を
展
示
し
た
商
工

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
好
評
を

博
し
ま
し
た
。

　
中
町
や
長
町
で
は
、
市
民
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
の
吹
奏
や
、
う
な
ぎ
の
つ
か
み
捕

り
、
わ
ん
こ
う
ー
め
ん
な
ど
各
種
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
夜
は
札
幌
の
ミ
ス
し

ろ
い
し
が
白
石
音
頭
パ
レ
ー
ド
に
花
を

添
え
、
各
子
ど
も
会
や
団
体
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
各
企
業
の
パ
レ
ー
ド
参
加
に

よ
り
大
盛
況
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝　碑』皿撒や欄騨写

1ンI　I目d，1－e1τ・目”1
七
　
古
窯
跡
の
あ
る
犬
卒
都
婆
地
域
は
、

　
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
犬
卒
都
婆
の
碑

　
や
、
天
然
記
念
物
菊
面
石
で
よ
く
知
ら

』
れ
、
ま
た
、
伝
説
や
古
い
習
俗
も
残
さ

　
れ
て
お
り
民
俗
学
的
に
も
魅
力
の
あ
る

　
地
域
で
あ
る
。
古
窯
跡
群
は
、
高
田
川

　
西
岸
に
そ
っ
て
の
び
る
丘
陵
の
東
斜
面

｝
に
、
十
数
基
の
窯
跡
が
確
認
さ
れ
て
い

モ
　
　
　
と
お
き
た
か
ま
あ
と

－
る
東
北
窯
跡
が
最
も
規
模
が
大
き
く
、

段

羽
山
山
麓
に
は
市
ノ
沢
窯
跡
・
黒
森
窯

　
跡
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
二
十
基
ほ
ど
の

　
窯
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
　
ま
だ
、
未
調
査
の
た
め
、
窯
跡
の
規

模
や
構
造
な
ど
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

　
　
　
あ
ぎ

地
下
式
空
口
窯
で
窯
の
長
さ
は
十
五
メ
ー

ト
ル
か
ら
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
型

の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
ゆ
う

　
生
産
品
は
無
粕
で
堅
く
焼
き
し
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぼ
　
　
か
め

れ
た
赤
褐
色
の
大
型
の
壷
・
甕
・
す
り

鉢
の
三
器
種
で
、
一
般
的
に
中
世
陶
器

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
生
産
年
代

は
鎌
倉
時
代
中
頃
か
ら
室
町
時
代
前
半

頃
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
中
世
陶
器
と
言
え
ば
、
常

滑
・
瀬
戸
・
信
楽
・
越
前
・
丹
波
・
備

前
な
ど
東
海
地
方
や
西
日
本
の
六
古
窯

に
代
表
さ
れ
、
各
地
に
伝
世
す
る
陶
器

や
、
発
掘
に
よ
っ
て
出
土
す
る
中
世
陶

器
な
ど
も
、
こ
れ
ら
の
六
古
窯
の
い
ず

れ
か
で
焼
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。

　
東
北
古
窯
跡
は
県
内
で
最
も
早
く
発

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん
さ
ん

県
さ
れ
、
白
石
市
史
編
纂
委
員
会
が
現

状
調
査
を
し
て
、
窯
跡
の
確
認
、
生
産

品
の
採
集
、
地
形
図
の
作
成
な
ど
を
行

い
白
石
市
史
に
公
表
し
全
国
的
に
も
そ

の
重
要
さ
が
注
目
さ
れ
た
。

　
中
世
陶
器
は
製
作
技
法
な
ど
か
ら
赤

い
素
焼
の
土
器
で
庶
民
の
生
活
に
用
い

　
　
　
は
　
じ
　
き

ら
れ
た
土
師
器
系
土
器
、
灰
黒
色
や
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
え
　
き

褐
色
の
堅
く
焼
き
し
め
ら
れ
た
須
恵
器

系
陶
器
、
施
粕
や
無
粕
で
堅
く
焼
き
し

め
ら
れ
た
資
器
系
陶
器
の
三
系
統
に
分

類
さ
れ
て
い
る
。

　
犬
卒
都
婆
古
窯
跡
群
は
、
器
種
・
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
な
め

作
技
術
な
ど
か
ら
見
て
、
先
進
地
常
滑

地
方
か
ら
熟
練
し
た
工
人
や
技
術
を
導

入
し
、
陶
器
生
産
を
開
始
し
た
と
考
え

ら
れ
、
今
後
の
発
掘
調
査
の
ま
た
れ
る

古
窯
跡
群
で
あ
る
。

”

至北白川

3

①東北窯跡
　犬卒都婆碑
②市ノ沢窯跡
③黒森窯跡

砕石場

　
纈捻

＼
郵

幡
　
東
北

蘭、3号
至
市
内

ア
イ
ド
ル

わが家の

の
◎
◎
＠
勲
の
⑬
◎
⑭
勲
⑳

◎鯵◎∈即◎

－
磯

　　　　夢翻
　　　ひろあき
　大町　宏成ちゃん（大鷹沢）

　洋さん、ひとしさんの二男

ママからひとこと

　“毎日、元気に保育園に通ってい

　ます。健康に気をつけ、たくま

　　しく育ってネ！ノ”

パパからもひとこと

　“元気で明るい今の姿で、これか

　らもガンバルように〃”

　　　　　偲▼、麺』▼
「
が
ん
ば
っ
た
運
動
会
」

　
　
　
　
伊
藤
　
　
綾

わたしの

’
ぴ

「
野
外
炊
飯
」

　
　
遠
藤
　
美
幸
（
白
川
小
5
年
）

朝
ま
だ
き
入
気
な
き
道
吾
が
行
け
ば
家
並
を
隠
す

青
葉
の
繁
り
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
数
子

夫
の
留
守
に
電
話
の
ベ
ル
の
鳴
り
つ
づ
く
受
話
器

を
取
れ
ぬ
麻
痺
の
手
悲
し
　
　
　
草
野
　
美
沙

折
々
に
列
車
の
音
を
遠
く
聞
き
ひ
と
り
山
辺
に
山

菜
を
採
る
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
勇
子

呼
び
か
け
れ
ば
笑
顔
を
返
す
こ
の
日
ご
ろ
時
を
忘

れ
て
孫
と
遊
び
ぬ
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

露
ふ
く
む
夏
菊
両
手
に
手
折
り
き
し
母
の
命
日
ま

た
巡
り
来
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

裏
山
に
郭
公
の
暗
く
声
わ
び
し
一
人
留
守
居
の
日

曜
の
午
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
　
－
　
’
　
〆
　
（
　
～
　
，
、
　
　
p

病
棟
の
窓
辺
に
餌
を
つ
い
ば
め
る
雀
を
見
つ
つ
一

日
暮
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

大
木
の
倒
れ
し
ま
ま
の
山
道
に
通
る
人
な
く
山
つ

つ
じ
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

梅
雨
の
晴
れ
問
に
あ
じ
さ
い
の
花
陽
を
浴
び
て
玉

露
光
る
朝
の
ひ
と
と
き
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

知
人
よ
り
贈
ら
れ
し
歌
集
に
魅
せ
ら
れ
て
六
十
路

の
手
習
ひ
に
心
は
ず
ま
す
　
　
　
八
嶋
　
正
子

　
　
　
「
評
」
　
首
目
、
武
家
屋
敷
の
あ
る
川
沿
い
の
道

　
　
　
で
あ
ろ
う
か
。
澄
ん
だ
朝
の
空
気
を
吸
い
な
が
ら

　
　
散
歩
を
す
る
。
家
並
を
隠
す
ほ
ど
に
茂
っ
た
棒
の

　
　
　
青
葉
が
風
に
ゆ
れ
て
美
し
い
。
新
鮮
な
一
首
で
あ

　
　
　
る
〇

　
　
　
二
首
目
、
何
回
か
鳴
り
続
け
る
電
話
の
ベ
ル
に

　
　
　
答
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
作
者
の
心
情
が
良
く
表

　
　
　
現
さ
れ
て
佳
作
で
あ
る
。

　
　
　
三
首
目
、
山
菜
を
採
る
山
原
ま
で
遠
く
を
ゆ
く

　
　
列
車
の
音
が
時
折
聞
え
て
く
る
。
ひ
る
の
静
け
さ

が
読
む
者
に
も
伝
わ
る
。

　
四
首
目
、
あ
や
せ
ば
笑
顔
を
返
す
こ
ろ
が
、
こ

と
さ
ら
可
愛
い
。
作
者
の
幸
せ
な
ひ
と
と
き
の
ひ

と
こ
ま
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

ね
む
の
木
の
ね
む
る
タ
ベ
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
家
　
弘
子

　
　
　
｛
評
）
ね
む
の
木
は
、
多
数
の
小
葉
か
ら
な
り
、

　
　
　
そ
の
小
葉
が
夜
は
閉
じ
て
睡
眠
す
る
。
そ
の
タ

　
　
　
ベ
が
今
日
も
や
っ
て
き
た
。
よ
く
わ
か
る
旬
で

　
　
　
あ
る
。

人
違
い
さ
れ
て
も
た
の
し
サ
ン
グ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子

　
　
　
（
評
）
顔
を
か
く
す
ほ
ど
大
き
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サ
ン
グ
ラ
ス
ゆ

　
　
　
え
入
違
い
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

　
　
　
も
ま
た
た
の
し
い
も
の
で
あ
る
。

山
瀬
吹
く
蔵
王
高
嶺
を
は
る
か
越
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

　
　
　
［
評
）
一
か
月
近
く
も
、
へ
7
年
は
や
ま
せ
が
吹
い

チ
ャ
グ
チ
ャ
ゲ
と
鈴
鳴
ら
す
馬
五
月
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
下
　
　
文

　
　
　
　
ほ
お
ず
き

風
揺
ら
す
鬼
燈
の
花
ま
だ
一
つ
　
　
佐
藤
　
周
子

奉
仕
団
作
業
に
汗
を
か
き
楽
し
　
　
若
桑
源
治
郎

水
門
の
水
か
さ
増
し
て
梅
雨
長
し
　
岡
崎
　
澄
子

緑
蔭
を
選
び
散
歩
の
た
の
し
か
り
　
高
橋
和
歌
子

湯
具
ふ
え
て
湯
あ
み
す
る
児
や
立
葵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

窓
越
し
に
蛍
入
り
き
し
雨
の
宵
　
　
日
下
佐
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　

　
　
　
た
。
今
日
も
蔵
王
山
峯
を
越
え
て
吹
、
、
の
で
あ
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
る
．
、
梅
雨
の
さ
中
で
あ
る
。
、
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馬

◎
九
月
例
会
は
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鈴
木
貞
二
選

仙
南
大
会
の
た
め
お
休
み
い
た
し
ま
す
。

”



1まレゆう。撫

人家庭奉仕員（パート）を

　　　　　　　　募集します
　市では、在宅老人家庭の日常生活の

お世話をする家庭奉仕員（パート）を募

集します。募集内容は次のとおりです。

》募集人員　2名

〉募集条件　市内に居住する方で、

　満25歳以上35歳未満の女性（昭和

　63年10月1日現在）

＞受験申込期間

　昭和63年9月1日〔木）～9月14日（水）

　平日8：30～17：00土8：30～12：00

　※郵送の場合は最終日の消印有効

〉試験日時・種目

試験日

9月27日休）

種　目

作　文

人物試験

試験時闇

10：00～11：00

13：30～

レ試験場　白石市役所

〉勤務条件

●勤務時間9：00～16：00（実働6時間）

●時　　給670円

　・昭和63年憩月から勤務

※受験申込書の請求先、問い合わせ

は、市秘書企画課へ事係（臼石市大

手町1番1号）盈25－2111（内線331）

へどうぞ。

放送による東北大学開放講座

　　　　受講生募集のお知らせ！

●ラジオ講座（東北放送）

　「中国の詩人たち」

　～陶淵明から毛沢東まで（13回）

10月16日～12月18日（毎日曜日）

　午後7時～午後7時45分
●テレビ講座（東北放送）

　「マテリア1いサイエンス」

　～その基礎から応用へ（13回）

10月1日～12月24日（毎土曜日）

　午後7時～午後7時45分
〉定員　各講座とも100名

〉申し込み方法

希望する講座名を明記し、略歴書

一通、受講許可通知用の70円切手

　を添えて申し込んでください。

＞締切　9月20日㈹

〉詳しい案内書を希望の方は、70円

切手を添えて申し込みください。

レ問い合わせ先　〒980仙台市川内

東北大学教育学部　大学教育開放

センター　含022－263－6430

73

●白石市職員を

　　　　募集します
　昭和64年4月に採用する市職員を

募集します。

レ職種及び採用予定人員

〔初級：一般事務1　若干名

〉受験資格

　昭和43年4月2日から昭和46年4

　月1日までに生まれた者で、高校

　卒業以上の者または卒業見込みの者

〉申込受付期間

昭和63年9月26日（月）～10月7日（金）

　（平日は午前8時30分から午後5

時まで。土曜日は正午まで。）

　※郵送の場合は最終日の消印有効

レ試験場　臼石市役所

レ試験日時及び種目

（第一次試験）

●日時昭和63年11月6日（日）

　　　　午前1〔）時～午後2時

●試験種目　教養試験、作文試験

1第二次試験〉

●実施時期　12月上旬

●試験種目　口述試験、身体検査、

　　　　　身上調査

＞受験手続き　受験申込用紙は、白

石市役所秘書企画課入事係に用意

　された用紙を使用し、所要事項を

記入して提出してください。

〉その他

・受験申込用紙の請求を郵便で行う

場合は、あて先明記の返信用封筒

　（大学ノートの入る大きさ、120円

切手貼付）を同封してください。

・詳しくは、白石市役所秘書企画課

　人事係（白石市大手町1番1号）

台25－2111（内線331）へどうぞ。

●寿山（緑が丘）団地

　　　継続募集について

今こそ　マイホームを

　　　　　とお考えの方

　　先着順、申込み受付中！

◇地域特別分譲住宅　1戸

（鎌，課灘轟藷）

◇一般分譲住宅　3戸

◇宅地分譲　　　5戸

（搬魏、鷺即譲価額）

※詳しくは、市役所建設課β25－2m

（内線262・263）または、宮城県住宅

供給公社・船迫現地案内所費0224－

57－2184へどうぞ。

公民館だよゆ

★名作映画鑑賞会

　名作といわれる感動的なよい映画

を鑑賞することにより、親と子の触

れ合いの場にするとともに、豊かな

心を養い映画のよさを知ってもらう

ことを目的に開催します。

　入場は無料です。お誘い合わせの

うえご来場ください。

●日時　9月8日（木｝

　　　午後6時30分～8時30分
●会場　白石市中央公民館大ホー1レ

●上映作品

「ガキ大将行進曲」（75分・カラー）

「ゲゲゲの鬼太郎」（25分・アニメカラー）

勤労冑少年ホrム

　勤労青少年ホームは、働く若者の

みなさんが、音楽、料理、テニスな

ど、それぞれの目的に向って活動1、、

友情の輪を広げるための施設です。

　アフターファイブの余暇活動に、

ぜひ、ご利用ください、、また、軽ス

ポーツ・筋力トレーニンゲなど個入

利用もできます。

●利用資格　市内に居住または勤務

　　　　　する勤労青少年

●開館時間　午後1時から9時

●休館日　　日曜日、祝日

※申込み・お問い合わせは、

勤労青少年ホーム費25－3720へ。

★定期教養講座受講生募集

講座名
日本舞踊値派・若季珊葡

洋 裁

書 道

茶道（裏千家流）

料 理

社交ダ／　ス

華道（池坊）

華道1小原流）
民 5

缶

一
一
一
曽
口

着 付

曜日

月

目

月

火

間土
寸辰

18：30～

18：30～

19：00～

18：30～

～
3018｝火

火

木

金

金

金

19＝（10～

18：00～

18；30～

19；00～

18：30～

定員

15人

15人

20人

15人

25人

20入

20人

20人

15入

15入

★クラフ・サークル会員募集

名　　称
リコーゲー・コンノート

1たて笛のf中問たち）

．エアロビケス

テニス・ケラブ

ジヤズゲンス＆エアロビ

スターダスト・キット

将棋倶楽部

曜日

火

水

木

木

土

時　　間

19100～

19：30～

18：30ホーム集含

19；（10～

18：00～

働く婦人の家から

特別講座受講生を募集します

　参加申し込みは、9月1日からで

す。働く婦人の家費25－5095へお早

めにお申し込みください。なお、各

講座とも定員になり次第締切ります。

◎「きもの」からつくる洋服教室

　　　　一私服のリフォームー

～ブラウスとキュロットスカート、

　またはブラウスとソフトプリーツ

　　　　スカートの組み合わせ～

●時間　13：30～15：3（1

◎輪編みで

　　ラグランセーターを4
秋に楽しむ毛糸のぬくもり

　着やすいセーターをぜひ1枚

●日　時　9月14日（水）、21日（水〉、28

　　　　日（水｝、10月5日（水）

　　　　13：30～15：30

●内　容　ボリュームド・ノト（大き

　な玉をつける）ラグランセーター

●持ってくるもの

　8号、5号輪針、太いとじ針

●材料費　5，800円くらい

●講師大槻順子先生
●定員15名

月　日

9月20日依1

9月29日（木1

内 容

きもの選び、ほどき方、洗い方

型紙合わせ、裁断、縫い方

縫い方

◎皮でつくる

　　花のブローチ教室

　皮でつくる花は、美しさ、色の鮮

やかさがいつまでも変わりません。

ブローチはどんな服にもピッタリです。

●日時9月26日（月1、10月6日（木）

　　　　13：30～15：30

●内　容　椿の花のブローチ

●講　師　佐久間　洋子先生

●持ってくるもの

　　　　筆記用具、はさみ

●材料費　1，500円くらい

●定員20名

◎チーズ料理教室
●日時9月26日（月）10＝00～12：00

●内容ナチュラルチーズを使っ

　　　　た料理

●持ってくるものエプロン、三角巾

10月4日㈹
11）月11日㈹ 縫い方、完成

●講師朝熊きく江先生
●持ってくるもの洋服に作るきも

の1枚、裁縫道具、糸、ミシン用

ボビン1個、小ばさみ（リッパー1、

はさみ（紙切り用、布切り用）、も

のさし（50cmくらい）、チャコペン

　シル、色鉛筆

●材料費　200円くらい（型紙代）

●定員　15名

図書館からのおしらせ
★いよいよ秋

　　読書が楽しい季節です

　教養書から実用書、幼児が楽しむ

絵本などさまざまな本がみなさんを

侍っています。

　ご家族そろってご利用ください。

★9月の特集

　秋といえば、何かと「旅行と食べ

もの」が話題となります。旅行地の

選定や郷土料理、また家庭料理のつ

くり方など、今月は「グルメと旅」

をテーマにした本を特集しておりま

すのでご利用ください。

○子ども室では、おじいちゃん、お

ばあちゃんなど家族のふれあいを描

いた本を特集しています。

★図書館利用案内

●開館日時　月～土　9：00～16：55

　　　　　日曜日　10：00～16＝00

★9月の休館日
〔休館日〕9月15日、23日、30日

〔特別休館日〕10月1日（ D～10日（目）

●●●

費
師
員
賛

料
材
講
定
協

●
　
●
　
●
　
●

無料

料理研究家畠っね先生

25名

蔵王酪農センター

◎9月の休館日
9月5日（月）、11日（日）、15日（敬老の日）、

23日（秋分の日）、25日（日）

◇受講中は、3歳からの幼児をお預

　りしています。（昼間のみ）

◇お問い合わせは

　働く婦人の家

　　誹
勢匡

a25－5095へ。

　　　　　璽，へ幽

働く婦人の家作品展示会

新刊図書あんない
●朝の知的生活術

　　　　現代情報工学研究会編
●天使と妖精　　グレース・ケック
●幕末を駆け抜けた男たち

　　　　　　　　　今川　徳三
●ヴァイキング

　　　ヨハネス・ブレンステッズ
●核戦争と人類・地球・宇宙

　　　　　　　　　関根　一昭
●父親語録　　　　　　牧野　拓司
●なぜ地球は入が住める星になった

か？　　　W・S・ブロッカー
●眠りとベディング　　前川泰次郎
●大小暦　　　　　　　長谷部言人
●こんなにヤセていいのかしら

　　　　　　　　　川津　祐介
●オーディオ装置120％活用法

　　　　　　　　　金子　英男
●西村玲子の12ヵ月のエブロン

　　　　　　　　　西村　玲子
●上手に食ぺよう肉・魚料理

　　　　　日本放送出版協会編
●危険な外食

　　　　　コピー食品研究会編著
●世界飢餓の構造　フランセス・ム

　ア・ラソペ　ジョセフ・コリンズ
●ピアノ・レバートリー事典

　　　　　　　　高橋　淳編著

●●●

●恐怖への招待　　　　楳図かずお
●茶を学．塞人のために　田中　仙翁

●文章入門　上・下　　野間　　宏
●僕も人前ではしゃべれなかった

　　　　　　　　　小島　一慶
●雨の日には車をみがいて

　　　　　　　　　五木　寛之
●今はもういないあたしへ…

　　　　　　　　　新井　素子
●ある家庭医の苦悩

　　　　　D・ヒルファイガー
●パステルー私の肌合い

　　　　　　　　　本　くに子
●モンマルトの恋びと
●薬菜飯店

●闇の殺人双曲線
●夜のロボノト
●危険な童話
●九十九しゃんの店

美童春彦
筒井　康隆
小林　久三

増田みず子
阿刀田　高
須山ユキヱ

　　　子どもの本
●三角あき地び）ネコ人間

　　　　　　　　　宮西
●あこがれの先輩　　　倉橋
●新番組はオーディションで

　　　　　　　　　田原
●ふしぎな夜の動物園　久保
●ぺんぎんのちび

也
雄

達
富

朗
喬

一

た力琉乃けんじ

みんなの図書館
　　　　　　　　　　”2
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　　　健康まっり球技大会開かる
　7月31日、健康まつり球技大会が開催され、ソフトボ

ールと家庭バレーボールに熱戦が展開されました。優勝

は斎川（バレー）、本郷第一（ソフト）チームでした。

おしらせコーナー・

　まぢの話題
　　『まちをきれいに』旭町自治会清掃奉仕

　旭町自治会では、毎月第三日曜日に『自分たちのまち

は自分たちの手できれいに』と地区内の清掃奉仕を行っ

ています。みんなの手で美しいまちをつくりましょう！

窃葺遷亭藤

醸襲響零馳灘埼励＿

～・輻　　㌘噸・　‘
　　　』主5尾駄

鰐一　翫卜

　　（・

》　，匹

、鮮． ．嬢1

環轍櫨 卿5

戦後、ソ連またはモンゴルの

地域に強制抑留された方へ

第3回社会奉仕の日の

実施について

住宅統計調査にご協力を！

秘書企画課統計係から

　平和祈念事業特別基金等に関する法

律に基づき、戦後、ソ連またはモンゴ

ルの地域において強制抑留された方

で日本に帰還した戦後強制抑留者ま

たはその遺族に慰労品（書状・銀杯）

を贈呈するとともに、これらの方ゼ

のうち年金、恩給等を受給していな

い方には、さらに慰労金として10万

円（2年償還の記名国債）を支給す

ることになりました。

　慰労品・慰労金の請求をしようと

する方は、平和祈念事業特別基金か

ら請求書類を受け取り必要な書類を

添えて「平和祈念事業特別基金」あ

て直接送付してください。

　なお、請求書類は白石市社会福祉

事務所にも置いてあります。

　請求期限は、慰労品・慰労金とも

昭和63年8月1日から昭和68年3目

31日までです。

1請求書の送付及び問い合わせ先1

〒112東京都文京区大塚5－3－13

　平和祈念事業特別基金業務第2課

　　　2讐　03－945－4703

　全国の老人クラブの提携によって

「社会奉仕の日」を設定し、奉仕活

動を実施しています。

　今年も、白石市老人グラブ連合会

では、9月20日を中心に、市内72単

位老人クラブの会員斌それぞれの企

画によって奉仕活動を実施します。

　老人クラブ会員の除草や清掃等奉

仕活動をしている姿を見かけたら心

のこもった声をかけてください。

　　一白石市社会福祉事務所一

　住宅統計調査は、わが国の住宅の

現状と、その推移を明らかにするた

めに、統計法に基づいて行う国の最

も基本的な統計調査で、昭和23年以

来、5年ごとに行われています。

　今年は、10月1日に住宅統計調査

が行われます。調査方法は、総務庁

長官が指定した単位区一覧表ならび

に設定図により行いますので、指定

区域に該当されたみなさまのご協力

をお願いいたします。

家庭介護相談1、m番

吹上荘から

○ねたきり老人のお世話について

（：）呆け老入のお世話について

○介護技術について

○介護用品について

○その他（医療・裁判等は除く）

　デイ・サービスセンター吹上荘で

は、9月1日より家庭介護相談110

番を開始します。

　お気軽にご相談ください。

〔連絡先〕

　デイ・サービスセンダー吹上荘

　家庭介護相談110番　奮24－5222

全日本ゲートボール選手権大会・

白石市長杯争奪親善大会について

不用品活用会の中止について

白石市消費者の会から

　例年、11月の農業祭に併催してい

ました不用品活用会は都合によぴ）中

止いたします。

75

！璽魂鷺州

●日時10月3・4日　9：〔）0～

●会場　市営野球場（益岡公園内）

参加チーム　県外　60チーム

　　　　　県内　3（1～40チーム

参加者数　800～1，000入

　全国各地から選手や大会役員がや

って来ます。

　本大会が盛会となるよう、市民の

みなさまのご協力・ご支援賜ります

ようお願いいたします。

主催　全国ゲートボール協会連合会

主管　宮城県ゲートボール協会

後援　白石市ほか

、弁はこ纏市内て騨燵豪レよう！

　　　　　『動物村の夏まつり，

　8月11日、南保育園において『動物村の夏まつり』が

行われ、うさぎやさるなどに扮した園児たちが、ダンス

を披露しあい、プレゼントに歓声をあげていました。

　　　　ヂ砥

齢虚、

　　　　　　　　　象1

おしらせコーナー

r
簿
匡

　　　　謁

　
，
㌔

藍
胞
『

i攣燦灘1

　　隔儒

駄灘㌣欝…
　　　　　4　　季躍一
　　噸　　　　　鼻、驚噺
．報、

　白石市老人クラプ対抗ゲートボール大会開かる

　8月8日、緑地公園ゲートボール場において熱戦が展

開され・日頃の練習の成果を競いました。優勝大鷹沢第

三長寿会・準優勝南町第一長寿会、三位中益岡百寿会。

凋　穫勤烈
捗
．
黙

小作地の所有状況の縦覧について

農業委員会から

宮城県美術館

白石移動美術館を開催します

家庭介護者教室を

開催します

　農地法第84条の規定により、昭和

63年8月1日現在の小作地の所有状

況について、次によン）縦覧を行いま

す。

　なお、電話での問い合わせには応

じられませんので、ご了承願います。

●期　日　9月1日から9月30日

　〔ただし、日曜日、祝日を除く執

　務時間内）

●場所白石市農業委員会事務局

交通事故のご相談は

相談センターヘ（無料）

　自動車保険請求相談センターでは、

自動車事故による自動車損害賠償責

任保険・任意自動車保険（対人・対

物・車輔）の請求について一切無料

で、専門の相談員が親身になってご

相談に応じています。

●平　日　9二3U～16：40

●土曜　9：30～12：00（第2・3

　　　　土曜日は休みます）

●弁護士相談日　毎週水曜日

　　　　　　　　13：00～16：00

　社団法入　日本損害保険協会

　仙台自動車保険請求相談センダー

　〒980仙台市中央2－8－16

　　　　仙台東京海上ビル8階

　　　　奮　022－223－9222

※電話でのご相談もお受けします。

県美術館の所蔵作品を移動展示し、

優れた芸術作品の鑑賞と創作活動の

機会を提供するために白石移動美術

館を開催します。

●期日　9月25日（日）～10月2日（日）

　9：30～18：00（最終入館時刻17：30）

●会場　白石市中央公民館大ホール

　　　工作室（創作活動）

●内容

O宮』城県美術館所蔵作品約80点展示

○創作活動　111創作なんでも相談

　121楽しい版画　※参加無料

　　10月1日（土）13：00～17：30

　　10月2日（日）　9：30～17：30

0展示解説
　9月25日（日）、10月2日（日）14：00～

●観覧料一般・大学生　200円（160円）

　　　高　校　生　1〔）0円〔80円）

　　　　小・中学生　50円140円1

※口内は20八以上の団体料金、ま

　た、小・中学校教育の一環とし

　て鑑賞する場合は、学校長の申

　言青により、無料とする。

●主催　臼石市、宮城県美術館、

宮城県美術館白石移動美術館実行

委員会

　　　おしらせ
　宮城県自動車税管理事務所の電話

番号カサ次のとお・り変更になりま，したσ

魯022（232〉5・711

　年々、高齢化の進むなかで、ねた

きり老人を抱えることは家族の方に

とって重大な問題です。

　この問題点を多少なりとも解決で

きるように、また、老人に対しての

考えを新たにすることで、世話をす

る方の、身体的・精神的苦痛を軽減す

るため、専門の講師による家庭介護

者教室を4回にわたり開催いたしま

す。

第1回は、次の日程で開催します。

ねたきり老人を抱えるご家族の方、

あるいは老人福祉に関心をお持ちの

方であればどなたでも参加できます。

●日時昭和63年9月28日（水1

　　　　午前10時～午後2時
●場所ディ・＋一ビスセンター

　　　　吹上荘

●費用700円　（初回のみテキス

　　ト代400円、昼食代300円1

●定　員40名（定員になン）しだい

　　　　締切ります1

●交　通　白石市役所から会場1テ

　仁サービスセンダー吹上荘）ま

では送迎いたします 、

　〔市役所前、午前9時30分出発1

●申込み及び間い合わせ

ディ・サービスセンダー吹上荘

　　　　奮24－5500（内線7｝

自石市社会福祉事務所

　　　　費25－2111〔内線155）

”
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今月の休日当番医

4日（日日蓬日）

内科　柿崎医院　　　費25－2210

外科　刈田病院　　　魯25－2145

11日（日曜日）

内科　亘理医院　　　奮25－8501

外科　宮城医院　　　魯25－2062

15日　（敬老の日）

内科　大沼医院　　　君25－2502

外科　加藤（大）医院盈26－2653

18日（日曜日）

内科　広瀬医院　　　台25－0238

外科堤医院　 台25－1181

23日（秋分の日〉

内科　三浦クリニック　a25－6854

外科　斎藤医院　　　費25－1222

25日　（日曜日）

内科　海上医院　　　盈25－1501

外科　朝倉医院　　　盈25－2101

10月2日（日曜日）

内科　柿崎医院　　　費25－2210

外科　刈田病院　　費25－2145

※都合により変更になる場合もあります。

市内の交通嘉故

7／16～8／15　（1内は累計

★高齢者の事故防止運動中！

　横断時は「止まる」「見る」

　「注意」を励行しましょう

∫ん㍉　　　事故発生件数

篤　　）　　　　　　12件
一　　　　　　　　　

　　　　　（75件）

9月の定例相談日
相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

障害者
相　　談

青少年
相　　談

相談日

16

16

16

16

5

16

16

　16
毎週月・水・金

リオン

8・22
ニホン
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16

16
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16

週
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毎
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月

時間

10：00～

12：00

10：00～

15：00

10：00～

15：00

10：00～
15：〔）0

10：00

12：〔）0

9：30～

15；00

10：00～

15：00

10：00～

15：00

13：00～

14：00

10：30～

11：30

10：00～

15：00

10：00～

15：00

10＝00～

15＝00

9：00～

17：00

場　　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室
臼石市役所3階

第3会議室
白石市f隻戸斤2F皆

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所4階

第4会議室
階
室
館

辮
議
民

役
会
公

市
3
“

石
　
ー

臼
第
白
白石市手斐戸斤4F皆

青少年相談

　　センタ｝

内
， 容

市行政に対する質問、

要望等にっいて、川井
市長が直接相談に応じ
ます。

結婚、離婚、遺産相続
借地借家、雇用、差別
侍遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

家庭内の人間関係や異
性との問題等で悩んで
いる女性の方
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黛・ 負傷者数

　12人
　（89人）

　　　　物損件数

　　　　　28件
　　　　　（181件）

法律についての困りご
と

身体障害者精神薄弱者
の生活、職業、結婚等

子供の教育上り相談

。今月の表紙

人ロと
世帯数
63。8．1現在

　しろいし夏まつり

駅前盆踊り大会、商工フェス

ティバル、うなぎつかみどりな

ど各種イベント、趣向を凝らし

た市内企業の白石音頭パレード

など盛大に夏まつりが開催され

ました。20巳には、沢端川で灯

ろう流しが行われ、先祖の霊の

供養をしました。

　●　●
，，

42，415人
（十9人）

　●　響

20，826人
（十16人）

　●　響

21，589人
（一7人）

一
11，762戸
（十1戸）

（）内は対前月比
，6


